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椎葉村立

不土野小学校

 

日 月 火 水 木 金 土
2月21日 2月22日 2月23日 2月24日 2月25日 2月26日 2月27日

天皇誕生日 職員研修 クラブ活動 ＡＬＴ

2月28日 3月1日 3月2日 3月3日 3月4日 3月5日 3月6日

参観日（午後） 全校朝会 職員研修 クラブ活動 ＡＬＴ
スポーツ少年団
お別れ大会

3月7日 3月8日 3月9日 3月10日 3月11日 3月12日 3月13日

お別れ集会
職員研修

ＡＬＴ

3月14日 3月15日 3月16日 3月17日 3月18日 3月19日 3月20日

椎葉中卒業式 卒業式予行
春分の日

ＰＴＡ・地区総会

3月21日 3月22日 3月23日 3月24日 3月25日 3月26日 3月27日

卒業式
前日準備

卒業式
職員会

修了式
離任式

１月３１日（日）に学習発表会を行いました。例年であれば不土野地区公民館との合同の発表会ですが，本年度の学習発表会は，新型コロナウィル
ス感染症予防対策のために，できるだけ短時間で終了するように不土野小の子どもたちだけの発表になりました。残念ではありますが，地区の楽しい
発表がありませんでした。また，ソーシャルディスタンスをとるために，観客席に一般の方用のホットカーペットをせずに椅子だけにしました。
地区の発表はありませんでしたが，冷え込んだ朝にもかかわらず，早朝から保護者の皆さんをはじめ地区の方々もたくさん来場していただきました。

誠にありがとうございました。
各学級ともこれまで練習してきた成果を立派に発表することができました。また，「ひえつき節」と「落語」は，それぞれの全国大会や「平家まつり」など

が中止となりましたので，学校以外の人の前で披露するのは学習発表会が初めてでした。
来年度は，不土野地区の皆さんの発表もよろしくお願いいたします。楽しみにしています，
プログラムは，黒木忠さんと宮本マス子さんに指導していただいた「ひえつき節」から始まり，児童一人一人の落語と小咄の発表と続いていきました。

その後の各学年の発表内容は下記のとおりです。

【ひえつき節】 【２年生】 【３・４年生】 【５・６年生】 【全校合奏】

発表学年

２年

３・４年

５・６年

全校合唱・合奏

内    容

地獄に落ちた４人組がそれぞれの特技を生かして，地獄から脱出するお話で，子どもた
ちは終始，関西弁でせりふを堂々と言えました。衣装や小道具も工夫されていました。

二人で劇を頑張っていました。総合的な学習の時間にまとめた「椎茸栽培」や「不土野
に生息する山菜」「消防団」について発表しました。

総合的な学習の時間での体験学習を基に，「高齢者の方の生活」や「未来の椎葉村」に
対する提言を発表しました。高学年らしい内容でした。

ハンドベル，リコーダーなどを駆使して，それぞれの学年の活躍する場があり，１学期
からの練習の成果を十分に出すことができました。

題   名

オペレッタ「上方落語・地獄八景 じごくのそうべい」

劇「めっきら もっきら どおんどん」

意見発表「わたしたちの考える椎葉村の未来」

ディズニーメドレー

＜文字は書く人の心を映す鏡＞

３学期に子どもたちに頑張ってほしいことの１つに「いつも字を丁寧に書く」があります。２月の全校朝会では，「なぜ丁寧な字を書かな

いといけないか」について下記のことを話しました。子どもたちは，授業のノートよりも家庭でする宿題プリント等の字が雑になりが

ちです。保護者の皆さん，家庭での見届けをよろしくお願いいたします。

①美しい字は誰でも書けないが，丁寧な字は心構え次第で誰でも書ける。

②「文字は書く人の心を映す鏡」 字が雑になるのは，いい加減な気持ちのとき，焦っているとき

③雑な字を書く人と丁寧な字を書く人の他人に与える印象 ④学校で字を雑に書いたら困ること（相手（先生や自

分）が読みにくい，漢字テストで✔，計算でミス）

⑤字を丁寧に書けるようになったら，集中力が付く。→集中力が付くと，いろいろなことができるようになる。

⑥字を丁寧に書くコツ→相手を意識する。筆圧を強めにゆっくり書く。「とめ・はね・はらい」を注意して書く。大きさやバランスを考えて書く。

＜新入生入学説明会＞

2月１５日（月）に新入生入学説明

会を実施しました。本年度は1年生が

残念ながらいませんでしたが，来年度

は出口心絆（しんば）君が入学してき

ます。心絆君は，2年生の授業を真剣

に参観していました。４月の入学式が楽しみです。

＜避 難 訓 練＞

１月１８日（月）に厳しい冷え込みの中，火災の避難訓練を行いました。空気が乾燥

し，火災に気をつけないといけない季節です。今年も総務課の消防隊の方に訓練用の煙

も出してもらいました。避難後には，総務課の方から「椎葉村の火災」について話をい

ただき，そして，高学年による消火器を使った消火訓練もすることができました。消火

器は初期消火に使う物で消えなかったら，逃げて命をまもることが大切です。消火器の使い方は「ピ・ノ・キ・オ」

で覚えるといいようです。（「ピ・・ピンを抜く，ノ・・ノズルを外す，キ・・距離をとる，オ・・レバーを押す」）


